
コードとは？

コード（和音）は異なる音が同時に響いた時に発生します。
コードには、基本となる明るい響きのするメジャーコード、暗い響

きのマイナーコードなどを中心に、オーギュメント、ディミニッシュ、
サスフォー、さらに 3 和音に音を重ねたセブンス、テンションコード
など、音の組み換えや音を追加することにより、様々なコードが成り
立ちます。

また曲の中にコードを規則的に配置することにより、コード進行が
出来、このコード進行が曲の骨格になります。

 ◎本書では２つのパートに分けてコードを紹介＆解説しています。

　Part １ 手型入りピアノコード一覧表
 ＣやＤなど、コード別にコードの押さえ方を掲載しています。
 ここでは『コードの押さえ方』を学びましょう。

　Part ２ キー（調子）別使用コード表
 Part1 で学んだコードを元に、楽曲に良く使われる基本的な

調号（♯と♭）４つまでのコード連結を掲載しています。
 ここでは『コードがどのように進むのか』を学びましょう。
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●メジャーとマイナー

●転回型
基本形の音の配置を変えると、同じＣコードですが、基本型とは違った響きが得られます。

コードがどのように構成されているかを『Ｃ』のコードを使って簡単に学びましょう。

●基本型
図１

図２
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コードの基礎知識

左の［図１］がコードの基本となる音を 3度間隔に積み上げたものです。
これを基本型といいます。下の［図２］はＣのスケールです。順に並べ
たスケールの番号を［図１］に当てはめると、Ｃコードの基本型は下か
らドの第 1音、ミの第 3音、ソの第 5音から出来ていることになります。

図Ａ：基本形 図Ｂ：第１転回型 図Ｃ：第２転回型

＊コードの連結をスムーズにする目的や基本型とは違う響きを得るために、これらの転回型を使用します。

［図Ｂ］の譜は 1のドの音（第 1音は根音：ルートと呼びます）が一番上
に来て、第 3音が 1番下に来ます。これは『第 1転回型』と呼びます。
［図Ｃ］はルートが真ん中に来て、第 5音が 1番下に来ています。これ
は『第 2転回型』です。
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図Ａ：Ｃメジャー（基本形） Ｃマイナー

メジャーとマイナーは第 3音の位置により決定されます。［図A］はＣ
メジャーです。Ｃメジャーの第 3音を半音下げると、Ｃマイナーにな
ります。弾き比べてみて下さい。急に暗い音に変化しましたね！
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●オーギュメント , ディミニッシュ , サス４, セブンス
○オーギュメント

○ディミニッシュ

○サス4

Caug

Cdim

Csus4
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Ｃメジャー Ｃオーギュメント

メジャーコードの第 5音を半音上げると、オーギュメントになります。

マイナーコードの第 5音を半音下げると、ディミニッシュになります。

サス 4はメジャーコードの第 3音を半音上げたコードです。4という
のはスケールの 4番目の音（Ｃの場合はド・レ・ミ・ファ）だからです。
半音上げた音はファの音ですね。

Ｃマイナー Ｃディミニッシュ
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Ｃメジャー Ｃサス４
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○セブンス

Cmaj7C7
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Ｃメジャー Ｃセブンス

セブンスは 3和音に更に 1音足した和音です。○ 7（Ｃの場合はＣ 7）
と○ 7の第 7音を半音上げた○maj7 があります。

＊セブンスにさらに音を追加したナインス、イレブンス、サーティーンス（これらはテンションコードと
呼びます）がありますが、本書ではセブンスまでの解説にしてあります。セブンスまで覚えれば充分色々
な曲を弾くことが可能です。ジャズなどにチャレンジされたい方は（ジャズではナインス、イレブンス、サー
ティーンスが頻繁に出て来ます）、本書でセブンスまでの基礎を固めて挑んでみて下さい。

Ｃメジャーセブンス
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コード表一覧
　コード表一覧では、各コードにつき 3種類の押さえ方を掲載しています。これ
らは転回型として、連結の際や、響きの違いを得るために使用します。いろい
ろ弾き分けて音色の違いを試してみて下さい。

＊エンハーモニック（異名同音）について
　エンハーモニックとは異なる配置や記号で表記されていても、実際に出る音は
同じ音のことを指します。

　（例）C#＝Db

　譜例 1

　例えば、この本には C#のコードは載っておりませんが、その時はD♭のコード
を見て下さい。セブンスやマイナーなどでも同じです。○♯m7とあった場合は
その次に載っているコードの○♭m7と同じものです。

　（例）　C#m7＝Dbm7

Part１
手型入りピアノコード一覧表
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●ピアノでコードを連結するとき、次のコードを転回させ、共通音はそのままの位置で使い、
他の音は次のコードの近い音へ進行させることがコード連結をスムースに行うコツです。
これを元に調号（♯や♭のこと）が４つまでのメジャー、マイナーのキー（調）ごとに３つの
パターンを作りました。

連結の実施例
　下の［譜例Ａ］は転回型を使わず基本型のみを使ってコード進行をしているものです。
　［譜例Ｂ］は転回型を使用して、共通音を保持し、近い音に進行させている理想的な例です。

譜例Ａ

譜例Ｂ

　　弾き比べてみて下さい。

キー（調）別使用コード表の使い方
　弾きたい曲の調号に合わせてページを開きます。（例えば♯や♭が曲のはじめに何もついて
いなければＣ、あるいはＡmのキーですので 68 ページか 70 ページの連結表が当てはまり
ます。）1、2、3 のパターンからその曲に合った音域のパターンを選び、弾きたい曲のリズ
ムで弾いて下さい。

Part２
キー（調子）別使用コード表
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キー（調子）別使用コード表
調号（#・b）のつかない長調
ハ長調 (Key of C)
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